
 

成果の説明書 

(氏名)福間 聡 (学部)地域政策学部 

１ 重要事項 

A. 論文 

『ロールズを非理想化する――修正された第一原理の制度化に向けて』 

東北哲学会年報、2023 年 39 巻 p. 65-87 

 

B. 国際研究発表 

“Non-idealizing Rawls’s Conception of Justice: Toward the Institutionalization of 

the Modified First Principle in Japan,”  

The Uehiro-Oxford-Melbourne-Japan Conference, Tokyo, October 14, 2023. 

 

C. 在外研究 

Visiting Researcher at Monash University in Melbourne from August 2023 to 

September 2023 

 

２ その他の事項 

D. 書評 

ジュディス・シュクラー著（川上 洋平・沼尾 恵・松元 雅和 訳）『不正義とは何

か』（2023年、岩波書店）『週刊読書人』2023年 9月 1日号 

 

森村進著『正義とは何か』（2024 年、講談社現代新書）『週刊読書人』2024 年 3 月 8

日号 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

「倫理学における非理想理論の構築－メタ・規範・応用倫理学の統一理論を目指して

－」 という課題が科学研究費（基盤研究（C））に採択されており、引き続き来年度も

「非理想的な倫理理論とは何か」というテーマを軸に、研究・教育活動に邁進したい。 

 

 

 

 


